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国
民
に
安
心
・
安
全
な
食
料
を

　

食
の
安
心
・
安
全
に
は
、

質
の
良
い
種
子
の
安
定
供
給

は
不
可
欠
で
す
。
と
こ
ろ
が

２
０
１
８
年
４
月
、「
主
要

農
産
物
種
子
法
」
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
◆

大
手
民
間
の
コ
メ
の
種
子
の
価
格
は
従
来

の
10
倍
も
し
ま
す
。
農
家
へ
高
値
の
コ
メ

の
種
子
を
使
用
さ
せ
る
の
に
、「
種
子
法
」

が
ジ
ャ
マ
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
ひ
ど
い
も

の
で
す
◆
生
産
者
の
不
安
が
広
が
る
な

か
、
各
地
の
農
民
・
住
民
な
ど
が
種
子
法

に
代
わ
る
種
子
条
例
の
制
定
に
奮
闘
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
11
道
県
で
条
例
化
が

さ
れ
て
大
き
な
前
進
で
す
◆
さ
ら
に
問
題

な
の
は
、
農
家
へ
の
戸
別
所
得
補
償
制
度

が
な
く
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
農
業
の
大
規

模
化
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
を
進
め
る
た
め

と
さ
れ
て
い
ま
す
◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て
、

食
の
安
全
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
、
日
本
は
米
国
の
要
求
に
従
っ

て
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
（
除
草
剤
に
含
ま
れ
て

い
る
）
残
留
農
薬
基
準
を
小
麦
で
６
倍
、

ソ
バ
で
１
５
０
倍
に
大
幅
緩
和
し
ま
し

た
。
毎
日
の
食
生
活
に
直
接
影
響
す
る
の

は
必
至
で
す
◆
貿
易
自
由
化
で
は
な
く
、

農
家
へ
の
所
得
補
償
を
復
活
さ
せ
て
、
日

本
の
小
規
模
農
業
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
、
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る

唯
一
の
道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

（
岩
柳
良
雄
）

　

９
月
25
日
朝
、
海
老
名
を
発
っ
た
一
行

19
人
は
、
日
光
東
照
宮
等
を
小
グ
ル
ー
プ

別
に
見
学
の
後
、
足
尾
温
泉
に
向
い
、
宿

舎
近
く
に
あ
る
中
国
人
殉
難
烈
士
慰
霊
塔

に
立
寄
っ
た
。
八
路
軍
・
国
民
党
軍
兵
士

や
「
労
工
狩
り
」
に
あ
っ
た
農
民
等
中
国

人
２
５
７
人
が
連
行
さ
れ
、
１
０
９
人
が

銅
山
で
落
命
し
た
。

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

翌
日
、
朝
鮮
人
強
制
連
行
犠
牲
者
追
悼

碑
を
訪
ね
る
。
１
９
４
０
年
か
ら
の
５
年

間
に
延
べ
２
４
１
６
人
が
連
行
・
動
員
さ

れ
、
73
人
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

木
の
板
に
は
、犠
牲
者
の
多
く
が
、「
金
子
」

「
木
村
」
な
ど
日
本
名
で
書
か
れ
て
い
た
。

　

旧
通
洞
坑
に
ト
ロ
ッ
コ
電
車
で
入
り
、

坑
内
で
の
過
酷
な
労
働
環
境
の
一
端
に
触

れ
た
後
、
銅
山
製
錬
所
跡
に
屹
立
す
る
高

さ
50
㍍
の
大
煙
突
を
望
見
し
つ
つ
松
木
渓

谷
に
向
う
。
渓
谷
の
手
前
に
築
造
さ
れ
た

巨
大
な
砂
防
ダ
ム
の
直
下
に
あ
る
環
境
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
旧
松
木
村
の
歴
史
を
聴

く
。

　

大
煙
突
が
排
出
す
る
亜
硫
酸
ガ
ス
が
渓

谷
を
覆
っ
て
酸
性
雨
を
降
ら
せ
、
汚
染
土

壌
の
流
出
に
よ
り
渡
良
瀬
川
流
域
に
大
規

模
な
鉱
毒
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

我
が
国
公
害
の
原
点
と
も
言
わ
れ
る
足

尾
銅
山
鉱
毒
事
件
は
、
大
気
・
土
壌
・
水

質
の
環
境
全
般
に
及
ん
で
い
た
。

 
（
２
面
に
続
く
）

足尾銅山の旧通洞坑にトロッコ電車で入る

てく・テクの会

水
底
に
鉱
毒
の
村
秘
し
て
あ
り

水
底
に
鉱
毒
の
村
秘
し
て
あ
り

  

　
　

水
面
の
ど
か
に
水
鳥
の
舞
う

　
　

水
面
の
ど
か
に
水
鳥
の
舞
う

足尾銅山と世界遺産・日光を訪ねる
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（
１
面
よ
り
続
く
）

　

生
活
環
境
を
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
松
木
村
住

民
は
、
１
９
０
２
年
、
離
村
の
や
む
な
き
に
至

り
廃
村
。
村
の
墓
石
は
龍
蔵
寺
境
内
に
「
無
縁

石
塔
」
と
し
て
積
み
上
げ
ら
れ
、
川
を
挟
ん
で

大
煙
突
と
対
峙
し
て
い
る
。

　

５
日
前
に
台
風
19
号
が
来
て

大
雨
が
降
り
、
東
日
本
各
地
の

河
川
の
堤
防
が
決
壊
・
氾
濫
・

浸
水
し
、
多
大
な
損
害
が
生
じ

た
。
そ
の
後
も
曇
天
続
き
で
当

日
の
天
気
が
気
に
な
っ
た
が
、

散
策
中
は
雨
も
降
ら
ず
よ
か
っ

た
。

　

相
鉄
線
か
し
わ
台
駅
に
10
月

17
日
、
12
人
全
員
が
集
合
し
、

①
秋
葉
台
古
墳
群
、②
龍
峰
寺
、

③
温
故
館
・
国
分
寺
の
順
に

回
っ
た
。
川
田
勝
利
さ
ん
の
息

　

群
馬
県
板
倉
町
、
雷
電
神
社
前
の
川
魚
料
理

店
で
名
物
ナ
マ
ズ
定
食
を
食
す
。
強
制
廃
村
さ

れ
た
谷
中
村
・
渡
良
瀬
遊
水
地
を
眺
め
、
想
像

を
絶
す
る
広
さ
に
驚
き
、
栃
木
・
群
馬
・
埼
玉

３
県
境
に
足
を
運
ぶ
。
館
林
市
の
田
中
正
造
記

念
館
で
、
命
を
懸
け
て
鉱
毒
事
件
と
闘
っ
た
正

造
翁
の
生
涯
を
学
び
、
翁
の
密
葬
を
営
ん
だ

雲
竜
寺
の
墓
前
に
合
掌
し
て
帰
路
に
つ
く
。

　

雲
竜
寺
は
、
陳
情
の
た
め
東
京
に
向
か
っ

た
被
害
住
民
デ
モ
（
当
時
の
用
語
で
は
「
押

出
し
」）
隊
の
決
起
・
集
結
の
場
で
あ
り
、

翁
の
遺
骨
は
渡
良
瀬
川
流
域
３
県
６
カ
所
の

墓
に
分
骨
さ
れ
て
い
る
。

＊ 

廃
村
の
憂
き
目
に
合
い
し
村
人
の

　

恨
み
と
怒
り
墓
石
の
塔

＊ 

強
い
ら
れ
て
連
れ
て
行
か
れ
た
異
国
に
て

命
落
と
せ
り
使
役
の
果
て
に

＊
水
底
に
鉱
毒
の
村
秘
し
て
あ
り

　

水
面
の
ど
か
に
水
鳥
の
舞
う

＊
鉱
毒
の
村
隠
し
た
る
葦
原
に

　

正
造
翁
の
叫
ぶ
声
聞
く 

（
一
杉
雄
二
）史跡・秋葉山古墳の前で

鉱毒の村隠したる
葦原に正造翁の
叫 ぶ 声 聞 く

古
代
ロ
マ
ン
の
秋
葉
山
古
墳
・
史
跡
国
分
寺
跡
を
歩
く

第70回歴史教室（散策）

子
さ
ん
夫
婦
に
２
台
の
車
を
運
転
し
て
い

た
だ
き
、
分
乗
し
て
回
り
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
。

◆
秋
葉
台
古
墳
群

　

ま
ず
秋
葉
台
古
墳
群
を
見
学
。
こ
の
名

前
の
由
来
は
、
海
老
名
市
内
で
は
84
㍍
と

最
も
標
高
の
高
い
２
号
墳
の
頂
上
に
秋
葉

社
と
い
う
祠
（
ほ
こ
ら
）
が
あ
り
、
こ
れ

が
全
体
の
名
前
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　

場
所
は
、
海
老
名
市
北
部
上
今
泉
の
高

台
に
あ
り
、
す
ぐ
近
く
ま
で
住
宅
が
迫
っ

て
い
た
。
古
墳
は
全
部
で
５
基
あ
り
、
前

方
後
円
墳
３
、
前
方
後
方
墳
１
、
方
墳
１

で
、
多
少
破
壊
さ
れ
て
変
容
し
た
も
の
も

あ
っ
た
が
、
全
体
的
に
保
存
状
態
は
良
好

だ
っ
た
。
ま
た
海
老
名
市
内
に
は
、
こ
れ

以
外
に
も
上
浜
田
古
墳
群
、
伊
勢
山
古
墳

群
が
あ
る
と
の
こ
と
。

◆
国
分
北
の
龍
峰
寺

　

次
い
で
国
分
北
の
龍
峰
寺
を
見
学
。
こ

こ
も
高
台
に
あ
り
、
住
宅
が
迫
っ
て
い
た

が
、
境
内
は
と
て
も
閑
静
だ
っ
た
。

　

こ
の
寺
に
は
国
指
定
重
要
文
化
財
の
木

造
「
千
手
観
音
立
像
」
が
あ
る
が
、
普
段

は
保
管
庫
に
安
置
さ
れ
て
い
て
こ
の
日
は

拝
観
で
き
な
か
っ
た
。 
（
３
面
へ
続
く
）

中
国
人
殉
難
烈
士
慰
霊
塔

群馬県板倉町にある雷電神社

日光にて
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相模国分寺の模型（温故館）

（
２
面
よ
り
続
く
）

　

年
２
回
、
１
月
１
日
と
３
月
17
日
に
御

開
帳
す
る
と
の
こ
と
。
境
内
に
は
、
金
木

犀
が
多
く
、
芳
香
が
漂
っ
て
い
た
。

◆
相
模
の
国
の
国
分
寺
跡
・
温
故
館

　

最
後
に
相
模
の
国
の
国
分
寺
跡
と
、
そ

こ
か
ら
の
出
土
品
や
資
料
、
民
具
等
を
展

示
す
る
温
故
館
を
見
学
。ま
ず
温
故
館
で
、

模
型
や
出
土
品
、
写
真
等
を
見
な
が
ら
寺

の
概
要
を
聞
い
た
。
出
土
品
に
は
、
瓦
や

最
近
発
見
さ
れ
た
錆
び
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
太

刀
、
七
重
の
塔
の
先
端
に
取
り
付
け
た
水

煙
の
破
片
等
が
あ
っ
た
。

　

国
分
寺
は
、
奈
良
時
代
に
仏
教
の
力
で

国
家
の
安
寧
を
祈
願
す
る
た
め
、
聖
武
天

皇
に
よ
っ
て
日
本
の
国
毎
に
建
立
さ
れ
た

が
、
設
置
場
所
と
し
て
こ
の
場
所
が
最
も

条
件
に
か
な
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
伽
藍
の
配
置
は
、
奈
良
法
隆
寺

と
同
じ
で
、
中
門
か
ら
見
て
右
に
金
堂
、

左
に
七
重
の
塔
、
後
に
講
堂
を
配
置
し
、

周
囲
を
回
廊
や
築
地
塀
で
囲
み
、
北
側
に

は
僧
坊
棟
が
あ
っ
た
。

　

建
物
の
礎
石
は
大
き
い
が
、
塔
の
礎
石

の
柱
の
間
隔
か
ら
、
七
重
の
塔
で
高
さ
65

㍍
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
た
そ
う
だ
。

＊　
　
　

＊

　

見
学
会
終
了
後
は
海
老
名
駅
ま
で
戻

り
、
解
散
し
た
後
、
皆
で
近
く
の
食
堂
に

行
き
、
例
に
よ
っ
て
少
量
（
？
）
の
ア
ル

コ
ー
ル
で
喉
を
潤
し
、
お
互
い
に
労
を
ね

ぎ
ら
っ
た
。

　

私
は
神
奈
川
県
に
き
て
50
年
以
上
に
な

る
が
、
ま
だ
知
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、

こ
だ
ま
会
の
い
ろ
い
ろ
な
集
い
に
参
加
し

て
見
聞
き
し
、
ま
す
ま
す
神
奈
川
県
が
好

き
に
な
っ
た
。
О
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
み
な
さ
ん

に
も
、
ぜ
ひ
、
い
ろ
い
ろ
な
集
い
に
参
加

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
次
第
で
す
。

 

（
倉
田
直
亮
）

こ
だ
ま
俳
壇
（

こ
だ
ま
俳
壇
（
1010
月
）
月
）

残
照
を
総
身
に
浴
び
て
柿
す
だ
れ

 

田
中　

一
男

寺
の
庭
落
ち
銀
杏
を
ひ
と
つ
踏
む

 

　

島
田
多
嘉
子

野
良
猫
の
ね
ぐ
ら
ゆ
た
か
な
草
紅
葉

 
中
村　

桂
子

白
濁
の
湯
に
紅
葉
の
散
り
に
け
り　

 

　

友
井　

眞
言

冷
気
満
つ
坑
道
な
ん
と
千
余
キ
ロ

 

角
田　

英
昭

藪
の
中
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
天
狗
茸

 

常
世
田
芳
子

三
分
の
診
察
終
え
て
初
紅
葉

 

　

鳥
海　

敏
雄

赤
ま
ん
ま
舗
装
の
端
に
ひ
ょ
ろ
り
咲
く

 

柳
瀬　

節
子

石
積
み
に
す
す
き
が
光
る
露
天
風
呂

 

　

瀧
澤　

正
行

薄
紅
葉
雨
傘
の
波
揺
る
ぐ
デ
モ

 

　

木
村　

武
子

鉱
毒
で
亡
び
し
村
や
萩
の
花

 

　

松
尾
佐
知
子

き
の
こ
飯
姉
を
囲
み
て
つ
ど
う
夜

 

　

本
山　

文
子

こ
の
川
を
の
さ
ば
り
泳
ぐ
ぼ
ら
の
群

 

後
藤　

貞
夫

毒
茸
食
べ
し
話
を
面
白
く　

 

　

講
師
・
太
田　

土
男

●俳句サークル「こだま句会」
　月例句会　第２木曜日13時～
と　き　12月12日（木）１月９日（木）
ところ　県庁本庁舎地下１階（県労連会議室）
指　導　太田土男先生（俳人協会）
会　費　800円（投句のみ500円）
申込先　 こだま会事務所☎045（212）3179

（火曜日のみ）
●食文化を楽しむ会（薬膳料理）
と　き　12月５日（木）11時～15時
ところ　西地区センター
　　　　（横浜駅西口徒歩10分）
内　容　風邪予防の薬膳料理
講　師　亀井禎子会員
会　費　1800円
申込先　こだま会事務所☎045（212）3179
　　　　（火曜日のみ）
● 楽しい料理教室（詳細は同封のチラシ参照）
と　き　11月29日（金）11時～15時
ところ　 フォーラム南太田・調理室（横

浜市男女共同参画センター横
浜南・京急「南太田」下車３分）

申込先　こだま会事務所☎045（212）3179

会代表の吉田綾子さんの説明を聞く
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会員
紹介

－53－

よ
り
俳
句
サ
ー
ク
ル
『
こ
だ
ま
句
会
』

の
仲
間
入
り
を
し
た
。

＊　
　
　

＊

　

今
年
の
６
月
末
か
ら
９
日
間
、
所
属

す
る
全
日
本
写
真
協
会
の
人
た
ち
４
人

と
、
30
年
間
ス
イ
ス
を
撮
り
続
け
て
い

る
写
真
家
の
小
川
氏
の
５
人
で
、
ス
イ

ス
ア
ル
プ
ス
撮
影
の
旅
に
出
か
け
た
。

　

ス
イ
ス
は
１
９
７
５
年
の
登
山
で
訪

れ
て
以
来
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
空
港
に
降

り
、
電
車
で
一
路
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト

に
着
い
た
の
は
、
夕
方
遅

く
。
駅
近
く
の
ホ
テ
ル
に

宿
泊
。
ホ
テ
ル
の
窓
辺
に

は
、
色
と
り
ど
り
の
サ

フ
ィ
ニ
ア
の
花
が
咲
き
、

私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ

た
。
翌
日
の
早
朝
、
村
は

ず
れ
の
丘
へ
。
ア
イ
ガ
ー

な
ど
の
雪
の
岩
峰
に
陽
が

スイスアルプス
撮影の旅
常世田　芳子さん

あ
た
り
、
輝
き
だ
す
瞬
間
を
パ
チ
リ
。

ホ
テ
ル
に
戻
り
、
朝
食
。

　

い
よ
い
よ
ハ
イ
キ
ン
グ
開
始
。
ロ
ー

プ
ウ
エ
イ
を
乗
り
継
ぎ
、
２
１
６
８
㍍

の
フ
ィ
ル
ス
ト
に
到
着
。
そ
こ
は
ま
だ

春
。
雪
解
け
の
清
冽
な
水
が
流
れ
、
小

川
と
な
っ
て
い
た
。
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
ク

ロ
ッ
カ
ス
、
桜
草
な
ど
の
高
山
植
物
が

　

私
は
２
０
１
０

年
に
退
職
し
、
現

在
保
育
園
併
設
の

病
後
児
室
に
勤
務

し
て
い
る
。
昨
年

所
々
に
咲
い
て
い
た
。
例
年
で
は
花
の

絨
毯
だ
と
い
う
こ
と
。
私
た
ち
が
菓
子

を
食
べ
て
い
る
と
、
羊
た
ち
が
近
く
に

寄
っ
て
き
て
、
ジ
ー
と
見
て
い
る
。
そ

こ
を
パ
チ
リ
。

　

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で
下
山
し
て
し
ま
う

の
は
惜
し
い
。近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

ア
イ
ガ
ー
を
眺
め
な
が
ら
ビ
ー
ル
で
乾

杯
。
何
と
も
言
え
な
い
優
雅
な
ひ
と
と

き
。
ス
イ
ス
の
旅
で
最
も
感
激
し
た
の

は
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
か
ら
途
中
ト

ロ
ッ
コ
電
車
に
乗
り
換
え
て
、
終
点
の

シ
ー
ニ
ゲ
プ
ラ
ッ
テ
（
２
０
６
８
㍍
）。

白
く
輝
く
ア
イ
ガ
ー
、
メ
ン
ヒ
、
ユ
ン

グ
フ
ラ
ウ
の
３
山
な
ど
が
眺
望
で
き
、

素
晴
ら
し
か
っ
た
。

　

ホ
テ
ル
周
囲
の
丘
は
、
黄
色
の
バ

タ
ー
カ
ッ
プ
や
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
に
似

た
白
の
絨
毯
だ
っ
た
。
そ
の
花
た
ち
を

踏
ま
な
い
よ
う
、〝
ハ
イ
ジ
〞
に
な
っ

た
気
分
で
飛
び
回
り
、
何
度
も
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
。
そ
し
て
ホ
テ
ル
の
中
に

入
る
と
、
床
や
壁
は
木
材
で
で
き
て
い

て
、
ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
重
厚
な
造
り
。

ベ
ッ
ド
も
木
製
。
部
屋
の
窓
か
ら
額
に

入
っ
た
絵
の
よ
う
に
、
ア
イ
ガ
ー
３
山

が
目
に
入
っ
て
く
る
。

　

夕
食
時
、
テ
ラ
ス
か
ら
夕
陽
に
染
ま

る
景
色
に
う
っ
と
り
。
遠
く
に
目
を
や

る
と
、
茜
色
に
か
す
む
湖
。
こ
れ
が
ス

イ
ス
と
実
感
。
翌
日
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ

ル
ト
か
ら
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
へ
移
動
。
今

度
は
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
が
顔
を
見
せ

て
く
れ
た
。

　

最
後
に
、
ス
イ
ス
の
自
然
が
素
晴
ら

し
い
の
は
、
ス
イ
ス
国
民
が
た
ゆ
ま
ぬ

手
入
れ
を
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
っ

た
。
ホ
テ
ル
サ
イ
ド
の
丘
で
、
花
を
栽

培
し
て
い
る
の
を
見
た
。

ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
と
花
の
絨
毯

マッターホルンをバックに夫と
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全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
の
第
22

回
総
会
が
８
月
24
日
、
東
京
都
文
京
区
で

開
か
れ
、
全
国
か
ら
65
人
が
参
加
。
は
じ

活
発
な
発
言
が
続
い
た
総
会

自治体退職者だからこそ
憲法を守り、地域で退職者・
高齢者の生活と権利を守る

全国自治体退職者会連絡会第22回総会

め
に
、長
い
間
役
員
・

事
務
局
次
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
加
藤
利

秋
さ
ん
（
こ
だ
ま
会

顧
問
）
退
任
の
報
告

が
あ
り
、
加
藤
さ
ん

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま

し
た
。

　

７
月
の
参
議
院
選

で
市
民
と
５
野
党
・

会
派
が
共
同
の
力
で

改
憲
勢
力
の
３
分
の

２
を
阻
止
で
き
た
こ

と
、
全
国
各
地
域
の

運
動
・
と
り
く
み
の

報
告
、
発
言
が
多
く

　

１
９
６
４
年
に

町
田
駅
近
く
の
市

街
地
に
米
軍
機
が

墜
落
し
、
母
子
を

含
む
死
者
４
人
と

32
人
の
重
軽
傷
者

を
出
す
悲
惨
な
事

故
が
起
き
ま
し
た
。

　

こ
だ
ま
会
会
員

で
あ
る
相
模
原
在

住
の
小
川
政
則
さ
ん
ら
を
中
心
に
実
行
委

員
会
が
つ
く
ら
れ
、
犠
牲
者
の
追
悼
と
二

度
と
事
故
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
願
い

を
込
め
て
平
和
の
母
子
像
建
立
募
金
が
呼

び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
１
７
年
に
母
子
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
平
和
像
（
作
者
：
日
比
野

知
三
氏
）
が
完
成
。
早
速
、
米
軍
機
の
騒

音
対
策
を
行
う
町
田
市
有
地
へ
の
建
立
を

希
望
し
ま
し
た
が
、
管
理
責
任
な
ど
を
理

あ
り
ま
し
た
。
印
象
的
だ
っ
た
発
言
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
退
職
者
だ
か
ら
こ
そ
、楽
し
く
、健
康
で
、

い
き
い
き
と
仲
間
の
つ
な
が
り

を
」「
楽
し
み
な
が
ら
学
習
も
」

「
地
域
で
、
自
治
会
、
年
金
者
、

そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、

地
域
住
民
の
今
の
要
求
運
動
の

と
り
く
み
を
し
て
い
る
」
こ
と

な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
だ
ま
会
か
ら
は
、
会
報
、

平
和
の
と
り
く
み
、
学
習
、
楽

し
く
つ
な
が
る
と
り
く
み
、
集

会
に
は
こ
だ
ま
会
の
旗
を
持
っ

て
参
加
し
て
い
る
、こ
と
な
ど
、

小
島
八
重
子
事
務
局
長
が
発
言

し
ま
し
た
。

　

私
か
ら
は
、
い
ま
横
浜
で
問

題
に
な
っ
て
い
る
カ
ジ
ノ
を
誘

致
さ
せ
な
い
と
り
く
み
や
、
敬
老
パ
ス
を

改
悪
さ
せ
な
い
と
り
く
み
、
そ
し
て
「
安

全
安
心
の
医
療
・
大
幅
増
員
（
自
治
労
連

医
労
連
全
大
協
）」
の
署
名
の
訴
え
を
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
会
の
『
連
絡
会
つ
う
し
ん
』

は
経
費
削
減
の
た
め
に
も
、
迅
速
に
伝
え

る
た
め
に
も
、
紙
ベ
ー
ス
の
配
布
だ
け
で

な
く
、
メ
ー
ル
の
活
用
を
」「
全
国
の
仲

間
が
集
ま
れ
る
学
習
会
や
交
流
会
な
ど
の

計
画
を
」「
せ
っ
か
く
厚
労
省
交
渉
を
す

る
の
だ
か
ら
、
全
国
か
ら
参
加
で
き
る
方

法
の
検
討
を
」
等
々
、
そ
れ
ぞ
れ
現
役
世

代
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
元
気
な
発
言
が
続

き
ま
し
た
。

　

い
ろ
ん
な
こ
と
を
楽
し
く
、
国
民
の
生

活
を
守
る
運
動
を
続
け
る
こ
と
が
元
気
の

源
と
確
信
し
ま
し
た
。

 

（
植
木
眞
理
子
）

町田の米軍機
墜落事故（１９６４年）

追
悼
・
平
和
祈
念
母
子
像
が
仮
設
置

町田市内に仮設置された平和像
（作者・日比野知三氏）

由
に
市
は
こ
れ
を
拒
否
し
ま
し
た
。

山
田
洋
次
映
画
監
督
か
ら
花
束

　

そ
こ
で
、
や
む
を
得
ず
実
行
委
員
会
共

同
代
表
の
私
有
地
に
母
子
像
を
仮
設
置
。

９
月
29
日
に
は
１
０
０
人
を
超
す
参
列
者

を
迎
え
、「
呼
び
か
け
賛
同
人
」の
ひ
と
り
、

山
田
洋
次
映
画
監
督
か
ら
花
束
が
届
く
な

ど
、
盛
大
に
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
来
は
墜
落
地
に
近
い
市
有
地
へ
の
建

立
が
希
望
で
す
。
同
会
は
、
引
き
続
き
市

へ
の
要
望
を
継
続
し
て
と
り
く
ん
で
い
ま

す
。 

（
友
井
眞
言
）
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改
憲
世
論
を
押
し
戻
せ

神奈川県職員九条の会 総会＆平和の集い総会＆平和の集い❖
燕
は
益
鳥 

 

山
本
秀
実
（
長
野
県
飯
山
市
）

　

前
号
の
『
こ
だ
ま
会
報
』
に
国
分
勝
広

さ
ん
の
「
燕
へ
の
想
い
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
燕
の
子
育
て
の
困
難
さ
、
そ

れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
関
係
者
の
や
さ
し
さ

が
表
れ
て
い
ま
し
た
。私
の
経
験
で
す
が
、

今
か
ら
半
世
紀
以
上
も
前
、
当
時
茅
葺
き

年
間
の
活
動
報
告
・
会
計
報
告
と
２
０
１

９
年
度
の
方
針
案
、
役
員
案
を
提
案
し
、

フ
ロ
ア
か
ら
は
平
和
行
進
を
始
め
地
域
の

と
り
く
み
が
話
さ
れ
、
議
案
を
補
強
し
、

す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
「
平
和
の
集
い
」
は
、
神
奈

　

神
奈
川
県
職
員
九
条
の
会
は

９
月
７
日
、
総
会
と
平
和
の
集

い
を
万
国
橋
会
議
セ
ン
タ
ー
で

開
き
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
「
総
会
」
で
は
、

加
瀬
文
隆
代
表
挨
拶
の
後
、
１

の
我
が
家
の
玄
関
の
梁
に
も
燕
が
巣
を
作

り
ま
し
た
。
雛
を
大
き
な
青
大
将
が
襲
お

う
と
這
い
寄
っ
た
の
を
、
竹
の
棒
で
叩
き

落
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
は
残
念
な
こ
と
に
、
山

間
の
田
園
地
の
こ
の
あ
た
り
で
も
燕
の
姿

が
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
幼
い
頃
祖

父
母
に
、「
燕
は
農
作
物
を
食
む
虫
を
獲
っ

て
く
れ
る
益
鳥
だ
か
ら
大
切
に
し
な
い
と

い
け
な
い
」「
捕
ま
え
る
と
家
が
火
事
に

な
る
」
と
言
わ
れ
、
こ
と
の
ほ
か
こ
の
鳥

へ
の
思
い
入
れ
が
強
い
の
は
私
ば
か
り
で

は
な
い
よ
う
で
す
ね
。

　

い
つ
か
ま
た
、
空
を
縦
横
無
尽
に
飛
び

交
う
燕
が
戻
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
老
農
夫
で
す
。

❖
ゆ
っ
く
り
と
人
生
を

 

藤
原
慎
一
（
相
模
原
市
）

　

私
の
永
年
の
健
康
法
＝
チ
ラ
シ
配
り
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
も
も
う
限
界
で
す
が
、
こ

だ
ま
会
に
元
気
づ
け
ら
れ
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
人
生
を
歩
い
て
行
き
ま
す
。

 

（
７
面
に
続
く
）

川
新
聞
記
者
の
田
崎

基
氏
が
「
岐
路
に
立

つ
憲
法
」
の
テ
ー
マ

で
講
演
し
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
、
２

０
１
７
年
５
月
３

日
、「
自
衛
隊
明
記
な
ど
４
項
目
の
改
憲

提
案
」
と
「
２
０
２
０
年
改
正
憲
法
の
施

行
」
を
提
案
。
田
崎
氏
は
、「
一
見
唐
突

の
よ
う
だ
が
、
着
々
と
準
備
し
て
来
た
グ

ル
ー
プ
が
あ
る
」
と
、
日
本
会
議
（
１
９

６
０
年
代
の
民
族
派
学
生
運
動
の
メ
ン

バ
ー
が
源
流
）
と
い
う
組
織
が
、
一
貫
し

て
改
憲
運
動
を
推
進
、
世
論
づ
く
り
を
し

平和のつどいで
講演する田崎基氏

　　　地域の運動を交流

て
き
た
こ
と
を
解
明
し
ま
し
た
。

　
「
今
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
改

憲
勢
力
は
３
分
の
２
割
れ
し
た
が
、
わ
ず

か
４
議
席
の
差
だ
。
改
憲
勢
力
は
諦
め
て

い
な
い
し
、
憲
法
改
正
賛
同
署
名
は
１
千

万
筆
に
達
し
て
い
る
（
国
民
投
票
に
活
用

可
能
）。
内
閣
支
持
率
は
40
％
台
維
持
し

て
い
る
」
等
の
実
情
を
報
告
。
さ
ら
に

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
政
府
の
勝
手
な
国

会
運
営
の
規
制
な
ど
、
立
憲
主
義
強
化
の

立
場
か
ら
の
加
憲
の
意
見
も
あ
る
」
と
世

論
の
状
況
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
「
国
家
権
力
を
制
限
し
、
国

民
の
権
利
・
自
由
を
守
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
憲
法
の
意
義
を
活
か
す
こ
と
が
大

切
」、「
無
関
心
層
に
働
き
か
け
『
安
倍
改

憲
バ
ン
ザ
イ
、
と
に
か
く
改
憲
』
の
改
憲

世
論
を
押
し
戻
し
、『
ラ
イ
オ
ン
＝
権
力
』

を
制
限
す
る
檻
で
あ
る
憲
法
を
守
っ
て
い

く
こ
と
が
今
は
重
点
」と
強
調
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
方
も
み
え
て
充
実
し
た
集
い
に

な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
24
人
。

 

（
事
務
局
長
・
佐
伯
義
郎
）

〈
訂
正
と
お
詫
び
〉

　

前
号
（
２
１
５
号
）
３
面
「
各
議
案
の

提
案
」
で
２
号
議
案
・
活
動
方
針
案
の
提

案
者
「
一
杉
雄
二
・
副
代
表
幹
事
」
を
「
仲

戸
川
実
・
副
代
表
幹
事
」に
訂
正
。15
面「
こ

だ
ま
俳
壇
」
の
柳
瀬
節
子
さ
ん
の
俳
句
に

あ
る
「
春
嵐
」
を
「
青
嵐
」
に
訂
正
し
、

お
詫
び
し
ま
す
。

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

　

６
月
21
日
の
定
期
総
会
後
に
事
務

局
に
連
絡
の
あ
っ
た
亡
く
な
ら
れ
た

会
員
で
す
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。（　

）内
は
享
年
。

松
岡　

道
子　

様
（
91
）

大
津
恵
美
子　

様
（
87
）

諸
星　

安
一　

様
（
87
）

前
島　

克
全　

様
（
76
）

三
浦　

新
一　

様
（
77
）

小
林　

莞
二　

様
（
85
）

河
野　

宗
昭　

様
（
92
）
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（
６
面
よ
り
続
く
）

❖
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

 

加
藤
和
子
（
相
模
原
市
）

　
『
こ
だ
ま
会
報
』
を
毎
号
楽
し
み
に
読

ん
で
い
ま
す
。
今
年
、
後
期
高
齢
者
に
な

り
ま
し
た
。
数
人
集
ま
る
と
、
病
気
の
こ

と
、
年
金
の
こ
と
、
税
金
の
こ
と
…
、
す

べ
て
お
金
に
か
か
わ
り
ま
す
。
節
約
を
し

な
が
ら
、
運
動
、
平
日
ラ
ン
チ
会
、
プ
チ

旅
行
な
ど
を
楽
し
ん
で
、
健
康
寿
命
を
延

ば
そ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
４
月
の

誕
生
日
に
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

に
行
き
、
お
誕
生
会
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
９
月
に
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
マ
リ
ー
ナ
・
ベ

イ
・
サ
ン
ズ
に
泊
ま
り
に
行
き

ま
す
。

❖
忘
れ
か
け
て
い
た
田
園
風
景

 

小
沢
加
代
子
（
相
模
原
市
）

　

先
日
、
バ
ス
の
車
窓
か
ら
、

め
ず
ら
し
く
赤
ト
ン
ボ
一
匹
が

飛
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
忘
れ

か
け
て
い
た
田
園
風
景
、
大
切
な
自
然
。

秦
野
の
山
里
を
守
る
活
動
、
頑
張
っ
て
下

さ
い
。

❖
懐
か
し
さ
で
胸
が
一
杯

 

三
井
光
子
（
横
浜
市
）

　
「
せ
い
か
つ
短
信
」
に
寄
せ
ら
れ
た
大

勢
の
方
の
近
況
に
、
知
っ
て
い
る
名
前
を

目
に
し
、
一
気
に
現
職
時
に
戻
り
、
懐
か

し
さ
で
胸
が
一
杯
に
な
り
、
定
年
後
20
年

の
歳
月
に
感
無
量
で
し
た
。

❖
ボ
ケ
防
止
で
頭
の
体
操

 

小
林
平
治
（
藤
沢
市
）

　
「
パ
ズ
ル
で
頭
の
体
操
」
を
、
ボ
ケ
防

止
の
た
め
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
出
題
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

❖
憲
法
審
査
会
に
懸
念

 

佐
藤
榮
一
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）

　

米
国
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
時
に
ジ
ェ
イ

ソ
ン
機
関
と
い
う
も
の
を
つ
く
り
、
著
名

な
科
学
者
を
集
め
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
を

い
か
に
効
率
よ
く
殺
す
か
を
議
論
さ
せ

た
。
議
論
の
な
か
で
、
兵
士

は
ゲ
リ
ラ
を
殺
し
た
時
、
そ

の
報
告
数
を
た
い
が
い
水
増

し
報
告
す
る
。
だ
か
ら
殺
し

た
時
に
、
ゲ
リ
ラ
の
左
耳
を

切
り
取
り
針
金
に
刺
し
て

持
っ
て
こ
さ
せ
れ
ば
い
い
と

い
う
意
見
が
出
た
。
科
学
者

の
精
神
的
誘
導
が
狙
い
で
、

以
後
そ
の
科
学
者
た
ち
は
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
に
反
対
出
来
な
か
っ
た
。
い

ま
の
憲
法
審
査
会
は
ジ
ェ
イ
ソ
ン
機
関
と

似
た
役
割
に
な
る
の
で
は
。
議
論
だ
け
な

ら
良
い
と
し
て
、
や
が
て
憲
法
改
定
に
反

対
で
き
な
い
泥
沼
に
は
ま
り
こ
む
こ
と
に

懸
念
し
て
い
る
。
野
党
分
断
に
利
用
さ
れ

た
り
、
自
衛
隊
も
防
災
に
役
立
つ
、
ミ
サ

イ
ル
が
飛
ん
で
く
る
、
な
ど
審
査
会
で
の

都
合
の
良
い
意
見
で
国
民
を
煽
り
改
定
に

誘
導
し
て
い
く
、
そ
ん
な
危
険
が
隠
さ
れ

て
い
る
気
が
す
る
。

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１　

陰
暦
10
月
の
異
称
。
こ
の
月
は
八

百
万
の
神
々
が
出
雲
大
社
に
集
ま

る

４　

沖
縄
県
の
県
庁
所
在
地
○
○
市

６　

千
昌
夫
が
歌
う
『
北
国
の
春
』

♪
〇
○
○
○　

青
空　

南
風

８　

ま
つ
毛
を
濃
く
見
せ
る
た
め
に
塗

る
化
粧
品

10　

ひ
と
た
び
。
い
っ
ぺ
ん

12　
「
○
○
あ
れ
ば
苦
あ
り
」

13　

○
○

⇔

雌

●
タ
テ
の
カ
ギ

１　
飴
売
り
な
ど
が
客
寄
せ
の
た
め
に
街
頭
で
演
じ

た
劇
画
。
今
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た

２　

落
葉
高
木
。
秋
に
真
っ
赤
な
小
粒

の
果
実
が
実
り
、
美
し
い

３　
大
豆
を
炒
っ
て
挽
い
て
粉
に
し
た
○
○
粉

５　

精
出
し
て
仕
事
を
す
る
。
よ
く
○

○
○
○
人
だ

７　

魚
の
ス
ズ
キ
の
こ
と
。
シ
ー
○
○

９　

ウ
リ
科
の
蔓
性
多
年
草
。
○
○
○

瓜
。
晩
秋
、
実
が
赤
く
熟
す

11　

菊
池
寛
の
戯
曲
『
○
○
帰
る
』

◇応募要領◇
①ヒント：２重枠に入った文字をＡか
らＥの順に並べてできる文字は？
②回答送付先：231－8588横浜市中区
日本大通１　県庁舎地下1階神奈川
県職労連退職者こだま会パズル係
③郵便葉書に答、住所、郵便番号、
氏名を記入し、１月14日までに上記
②へお送りください。メールも可。
④賞品：正解者から抽選で５人の方
にクオカード進呈します。
⑤発表：次号（2月15日号）

クロスワードパズルで頭の体操

●当選おめでとう●
　抽選で次の5人の方にクオ
カードを進呈。小沢加代子
／城所和子／佐藤榮一／高
橋永子／向田尊司（敬称略）

前
回
の
答
「
ア
カ
ト
ン
ボ
」

回答はＥメールでもＯＫ　kodama＠kodamakai.sakura.ne.jp　こだま会報パズル係
FAXでもＯＫ　045（212）3178　こだま会報パズル係

　係から：回答はがきの余白に、本紙についての
感想や要望、身近かな話題などひとことを。「会員
の広場」欄などに掲載させていただく場合があり
ます。匿名の場合は「匿名希望」とご記入ください。

１ ２ ３
Ｅ

４ ５

６ ７
Ｄ

Ｃ
８ ９

10 11
Ｂ

12

13
Ａ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ答

ナツゾラ　ア
ミ　ウンカイ
ノボリ　カス
リン　イシ
　ボトル　ア
ノンキ　シカ
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絵 手 紙

長
寿
を
と
も
に
喜
び
あ
え
る
社
会
へ

第33回 日本高齢者大会 in 福島

福
島
県
郡
山
市
で
開
か
れ
た
第
33
回
大
会

　

福
島
県
郡
山
市
内
で
９
月
25

日
、「
み
ん
な
で
築
こ
う
！　

憲
法
輝
く
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
、

長
寿
を
と
も
に
喜
び
あ
え
る
社

会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
33
回

日
本
高
齢
者
大
会
が
開
か
れ
、

の
べ
３
８
０
０
人
が
参
加
。
こ

だ
ま
会
か
ら
は
、
仲
戸
川
実
が

代
表
で
参
加
し
ま
し
た
。

● 

全
体
会　

記
念
講
演
は
安
斎

郁
郎
氏

　

初
日
の
全
体
会
に
は
、
会
場

（
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
多
目
的

ホ
ー
ル
）
満
杯
の
２
０
０
０
人

が
参
加
。
合
唱
構
成
『
ふ
く
し
ま
に
生
き

る
』
で
幕
開
け
。
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
、
来

賓
あ
い
さ
つ
、
基
調
報
告
、
記
念
講
演
、

福
島
・
沖
縄
か
ら
の
発
言
、文
化
行
事
（
尺

八
と
琴
・
ギ
タ
ー
の
コ
ラ
ボ
）、
特
別
決

議
と
続
き
、
次
期
開
催
県
の
長
野
県
に
大

会
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
は
９
月

25
日
・
26
日
に
信
州
大
学
工
学
部
キ
ャ
ン

パ
ス
を
会
場
に
開
催
の
予
定
で
す
。

　

安
斎
化
学
・
平
和
事
務
所
長
で
立
命
館

大
学
名
誉
教
授
の
安
斎
郁
郎
氏
の
記
念
講

演
『
原
発
事
故
か
ら
８
年
半
！　

ふ
く
し

ま
の
現
実
と
原
発
ゼ
ロ
へ
の
道
』
の
要
旨

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
福
島
に
お
け
る
原
発
反
対
運
動
と

私
、
②
２
０
１
１
年
３
月
11
日
か
ら
の
か

か
わ
り
、
③
福
島
の
現
在
、
④
福
島
の
未

来
、
私
た
ち
の
未
来
、
と
４
本
の
柱
で
報

告
し
ま
し
た
。
原
発
事
故
で
原
子
炉
に
溶

け
落
ち
た
核
燃
料
（
デ
ブ
リ
）
の
現
状
に

● 

第
４
教
室　

前
半
「
後
期
高
齢
者
医
療

費
負
担
２
割
化
を
許
す
な
。
全
世
代
型

社
会
保
障
の
正
体
」

　

で
き
る
限
り
速
や
か
に
原
則
２
割
負
担

と
す
べ
き
、
現
在
の
世
代
が
受
け
取
る
受

益
は
、
現
在
の
世
代
が
責
任
を
も
っ
て
負

担
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
（
令
和
時
代
の
財
政
の
あ
り
方
に
関
す

る
建
議
・
２
０
１
９
年
６
月
19
日
よ
り
）、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納
者
に
対

し
て
、
滞
納
処
分
を
実
施
（
三
浦
市
）、

後
期
高
齢
者
に
対
す
る
滞
納
処
分
17
年
度

は
６
８
１
６
件
（
８
年
前
の
約
８
倍
）、

年
金
だ
け
で
は
２
０
０
０
万
円
足
り
な

い
、「
ゆ
り
か
ご
よ
り
墓
場
ま
で
す
べ
て

の
生
活
部
面
が
社
会
保
障
制
度
に
よ
っ
て

保
障
さ
れ
る
（
１
９
５
０
年
社
会
保
障
制

度
に
関
す
る
勧
告
）」
か
ら
、「
国
民
は
自

ら
の
努
力
に
よ
っ
て
自
ら
の
生
活
を
維
持

す
る
責
任
を
負
う
と
い
う
原
則
が
民
主
社

会
の
規
定
に
あ
る
（
１
９
９
５
年
社
会
保

障
制
度
に
関
す
る
勧
告
）」
へ
等
の
不
条

理
な
事
態
に
対
し
、
講
師
・
参
加
者
一
緒

に「
な
ん
で
や
ね
ん
！
」と
怒
り
の
合
唱
。

　

高
齢
者
を
と
り
ま
く
情
勢
は
厳
し
い

が
、
憲
法
25
条
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、

地
域
・
市
町
村
・
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
具

体
的
な
政
策
づ
く
り
、
国
の
政
策
の
転
換

の
視
点
で
運
動
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

後
半
「
現
役
時
代
を
含
む
今
日
の
年
金

問
題
」
は
省
略
。 

（
仲
戸
川　

実
）

も
か
か
わ
ら
ず
、
取
り
出
し
作
業

の
先
が
見
え
な
い
と
指
摘
。
セ
シ

ウ
ム
１
３
７
の
放
射
能
が
10
分
の

１
に
減
る
の
に
１
０
０
年
か
か

り
、
い
ま
だ
に
帰
宅
困
難
地
域
の

帰
宅
困
難
性
が
あ
る
と
し
て
、「
事

態
を
侮
ら
ず
、
過
度
に
恐
れ
ず
、

理
性
的
に
向
き
合
う
」
こ
と
が
大

事
と
語
り
、
自
然
放
射
線
に
よ
る

年
間
被
曝
量
の
実
態
、
自
然
被
曝

と
医
療
被
曝
、
原
子
力
開
発
史
な

ど
に
つ
い
て
の
資
料
を
駆
使
し
た

素
晴
ら
し
い
講
演
で
し
た
。

宮澤恭子さんの作品

奥津弘久さんの作品


